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コージェネ財団特別講演会2023レビュー

国際的な潮流となった
分散型エネルギービジネスの展望

●取材・構成・文／小林佳代　写真／加藤 康

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン・エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
）は

２
０
２
３
年
７
月
13
日
、東
京・イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で「
国
際
的
な
潮
流
と
な
っ
た
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
」を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、世
界
中
で
脱
炭
素
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

我
が
国
も
今
年
５
月
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新
法「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
法
」を
制
定
し
、化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
転
換
へ
と
動
き
出
し
た
。着
実
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
実
行
し
て
い
く
上
で
、分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
核
と
な
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待

は
一
層
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
軸
に
、い
か
に
脱
炭
素
と
経
済

成
長
を
両
立
し
て
い
く
か
。産
官
学
の
有
識
者
が
展
望
を
示
し
た
。

コージェネを軸に経済成長と
脱炭素の両立を

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
脱
炭
素
、

両
立
す
る
取
り
組
み
を
模
索

特別講演会
2023

※本特集は、日経BPのウェブサイト「日経ビジネス電子版 スペシャル：熱電併給 エネルギーインフラの未来」 
　https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NBO/15/cogene/ に掲載した内容を再構成したものです。禁無断転載。

　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
依
然
、
混
乱

の
中
に
あ
る
。

　
「
パ
リ
協
定
」
以
後
、
世
界
は
気
候
変
動

対
策
を
最
優
先
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
転
換
に
よ
っ
て
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
変
革
す
る
「
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）」

を
実
現
し
よ
う
と
動
い
て
き
た
。

　

そ
の
最
中
で
起
き
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
機
会
と

な
っ
た
。
今
、
世
界
各
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
脱
炭
素
を
両
立
す
る
取
り

組
み
を
模
索
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
度
利
用
セ
ン
タ
ー
（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
）

は
７
月
13
日
、「
国
際
的
な
潮
流
と
な
っ
た

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
」
を

テ
ー
マ
に
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

始
め
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
の
柏
木
理
事
長

が
開
会
挨
拶
を
行
っ
た
。
世
界
の
潮
流
に
沿

い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革
を
行
っ
た

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
状
況
に
つ
い
て
、

柏
木
理
事
長
は
「
自
由
化
し
た
市
場
で
は
市

場
原
理
が
働
く
た
め
、
電
力
会
社
は
稼
働
率

の
悪
い
大
規
模
電
源
を
新
た
に
つ
く
る
の
は

3
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電
源
を
活
用
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

岸
田
文
雄
政
権
は
Ｇ
Ｘ
を
最
重
要
政
策
課

題
に
据
え
、
今
年
２
月
に
「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向

け
た
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
の

柱
は
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

定
供
給
の
確
保
を
大
前
提
と
し
た
Ｇ
Ｘ
の
取

り
組
み
」
で
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
の
推
進
や

再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
、
原
子
力
の
活
用
な

ど
を
一
層
進
め
て
い
く
。

　

も
う
１
つ
は
「『
成
功
志
向
型
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
』
等
の
実
現
・
実
行
」
だ
。

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
企
業
に
金
銭
的
負
担
を

求
め
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を

盛
り
込
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
井
上
部
長
は

「
政
府
は
『
ル
ビ
コ
ン
川
を
わ
た
っ
た
』
と

言
え
る
。
ど
う
い
う
形
で
成
長
や
競
争
力
向

上
に
つ
な
げ
る
か
が
重
要
に
な
る
」
と
語
る
。

　

政
府
は
今
年
５
月
に
２
つ
の
法
律
を
成
立

さ
せ
た
。
１
つ
目
が
「
Ｇ
Ｘ
推
進
法
」
だ
。

今
後
10
年
間
で
20
兆
円
規
模
の
「
Ｇ
Ｘ
経
済

移
行
債
」
を
活
用
し
、
先
行
す
る
企
業
に
ど

ん
ど
ん
投
資
の
支
援
を
行
う
。
そ
の
財
源
に

想
定
す
る
の
が
「
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
」
で
、
排
出
量
取
引
制
度
や
炭

素
に
対
す
る
賦
課
金
を
導
入
す
る
。
も
う
１

つ
の
法
律
が
「
Ｇ
Ｘ
電
源
法
」
で
、
再
エ
ネ

の
最
大
限
の
導
入
促
進
と
安
全
確
保
を
前
提

と
し
た
原
子
力
の
活
用
を
進
め
る
。

　

井
上
部
長
は
「
２
つ
の
法
律
成
立
に
よ
り
、

Ｇ
Ｘ
を
推
進
す
る
環
境
が
整
っ
た
。
こ
れ
か

ら
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
課
題
ご
と
に
取
り
組
み
を
進
め
る
」
と

説
明
す
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
、
井
上
部
長
は
コ
ー

２
つ
の
法
律
制
定
で

Ｇ
Ｘ
を
推
進
す
る
環
境
を
整
備

難
し
い
。
一
方
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
に
向
け
て
電
化
は
進
行
す
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
の
重
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
大
規
模

電
源
と
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
が

共
存
す
る
時
代
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。

　

熱
と
電
気
を
生
み
出
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
高

効
率
で
省
エ
ネ
性
が
高
い
。
加
え
て
、
太
陽

光
や
風
力
な
ど
、
変
動
性
の
高
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
調
整
機
能
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
が
求
め
ら

れ
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期
に
、
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
核

と
な
る
存
在
だ
。

　

柏
木
理
事
長
は
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
軸
に
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
省

エ
ネ
を
徹
底
し
た
上
で
、
い
ず
れ
そ
の
燃
料

を
合
成
燃
料
や
水
素
な
ど
に
変
え
る
こ
と
で

脱
炭
素
化
す
れ
ば
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
達
成
が
現
実
味
を
増
す
。
そ
う
い
う
未

来
図
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
描
い
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

コージェネ財団 理事長　柏木孝夫

　

続
い
て
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
の

井
上
博
雄
氏
が
来
賓
挨
拶
で
登
壇
し
、
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
と
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
を

紹
介
し
た
。

　
世
界
で
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー 

ト
ラ
ル
達
成
」
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
国
は
１
４
４

カ
国
に
拡
大
し
て
い
る
。
一
方
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
を
機
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
、
脱
炭
素

と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
体
制
の

確
保
が
改
め
て
各
国
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

井
上
部
長
は
「
こ
の
大
き
な
変
革
の
時
代

に
、
欧
州
も
米
国
も
中
国
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
構
造
と
産
業
構
造
全
体
を
作
り
替
え
る

こ
と
で
勝
ち
残
ろ
う
と
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
」
と
説
明
す
る
。

　

米
国
は
「
イ
ン
フ
レ
抑
制
法
」
を
成
立
さ

せ
、
巨
額
の
投
資
支
援
を
始
め
た
。
欧
州
も

債
券
を
発
行
し
、
グ
リ
ー
ン
と
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
重

点
配
分
す
る
こ
と
を
条
件
に
各
国
に
資
金
を

拠
出
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
い
日

本
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
に
貢
献
す
る

4
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経済産業省 資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネルギー部長　井上博雄氏

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団 

専
務
理
事
　
坂
倉 

淳

日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期
に

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
役
割
を
果
た
す

ジ
ェ
ネ
の
意
義
と
し
て
改
め
て
、
❶
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
的
利
用
、
❷
調
整
力
の
提
供
、

❸
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
価
値
、
❹
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

面
的
利
用
・
地
産
地
消
、
❺
燃
料
の
脱
炭
素

化
と
い
う
５
つ
を
挙
げ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
生
み

出
し
、
実
装
し
て
い
く
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

そ
う
い
う
観
点
か
ら
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
は
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
引
き
続
き
皆
さ

ん
と
一
緒
に
導
入
と
高
度
化
を
図
り
た
い
」

と
展
望
を
示
し
た
。

ネ
財
団
の
柏
木
理
事
長
が
登
壇
し
た
。「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
へ
の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
な
が
ら
、

い
か
に
脱
炭
素
化
を
進
め
る
べ
き
か
を
語
り

合
っ
た
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
ま
ず
必
要
と
な
る
、
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
を

一
体
化
し
た
〝
異
次
元
の
〞
省
エ
ネ
に
お
い

て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
果
た
す
役
割
な
ど
を
確

認
し
た
。

　

特
別
講
演
会
の
終
わ
り
に
は
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
財
団
専
務
理
事
の
坂
倉
淳
が
登
壇
し
閉
会

挨
拶
を
述
べ
た
。
坂
倉
専
務
理
事
は
「
特

別
講
演
会
で
の
議
論
を
受
け
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
実
現
は
い
か
に
目

標
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
期
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
課
題
が
い
か

に
多
様
か
を
実
感
し
た
。
国
際
情
勢
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
場
、
技
術
動
向
は
刻
々
と
変
化
す

る
。
我
々
は
幅
広
い
視
野
を
持
ち
、
偏
る
こ

と
な
く
新
し
い
情
報
を
収
集
し
、
臨
機
応
変

に
し
た
た
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

世
界
で
は
、
脱
炭
素
へ
の
急
進
的
な
動
き

を
現
実
路
線
に
引
き
戻
す
よ
う
な
動
き
も
み

ら
れ
る
。
今
年
5
月
の
先
進
７
カ
国（
Ｇ
７
）

首
脳
会
合
で
は
、
各
国
の
事
情
に
応
じ
た
脱

炭
素
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

　

坂
倉
専
務
理
事
は
、「
足
元
の
省
エ
ネ
を

確
実
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
向
上
や
系
統
へ
の
貢
献
な
ど
で
も
価
値

を
発
揮
し
得
る
」と
、日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
期
に
お
い
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
改
め
て
説
明
し
た
。

　
「
脱
炭
素
に
向
け
高
い
基
準
や
目
標
が
掲

げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
環
境
配

慮
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
系
統

の
安
定
性
確
保
と
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確

立
な
ど
、
俯
瞰
し
た
視
野
で
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
も
、

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
在
り

方
を
考
え
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
」と
述
べ
、特
別
講
演
会
を
閉
会
し
た
。

　

続
い
て
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
（
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
）
代
表
取
締
役
社
長
の
藤
田
昌
宏

氏
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
と
石
油
資
源
開
発
（
株
）
の
未
来
」

と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
世
界
の
動
き

と
日
本
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
、
そ
の

中
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
ど
の
よ
う
に
事
業
を
推

進
し
成
長
を
図
る
方
針
か
を
説
明
し
た
。

　

鼎
談
に
は
元
環
境
事
務
次
官
で
早
稲
田
大

学
法
学
部
教
授
の
森
本
英
香
氏
、
東
京
ガ
ス

常
務
執
行
役
員
の
小
西
雅
子
氏
、
コ
ー
ジ
ェ

5
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エネルギートランスフォーメーションと
石油資源開発の未来

　基調講演には石油資源開発株式会社
（JAPEX）代表取締役社長の藤田昌宏氏
が登壇した。「エネルギートランスフォーメー
ションと石油資源開発（株）の未来」と題し、
カーボンニュートラル実現に向けた世界の
動きと日本が進むべき方向性を示した。石油
や天然ガスの需要はゼロにならないことを
指摘し、JAPEXは引き続き、探鉱・開発・生産
（E&P）事業の推進でその安定供給に努める
ほか、インフラ・ユーティリティ事業やカーボ
ンニュートラル事業の拡大により成長を図る
方針を説明した。

経済性も考慮しつつ、上手にカーボンニュートラル戦略構築を

〝
乾
い
た
ぞ
う
き
ん
〟を
絞
り
、

い
か
に
目
標
を
達
成
す
る
か

　

日
本
は
２
０
２
1
年
4
月
、
２
０
３
０

年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度

比
46
％
削
減
す
る
目
標
を
表
明
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の
世
界
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
量
は
約
３
１
４
億
ｔ
で
、
そ
の
う
ち
日

本
が
占
め
る
比
率
は
３
・２
％
で
す
。

　

一
方
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
日
本

が
占
め
る
比
率
は
世
界
の
６
％
で
す
。
省
エ

ネ
に
努
め
て
き
た
日
本
は
、
既
に
非
常
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
国
で
す
。
46
％
削
減

は
困
難
だ
と
指
摘
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
約

束
を
し
た
以
上
、〝
乾
い
た
ぞ
う
き
ん
〞
を

絞
り
、
い
か
に
削
減
目
標
を
達
成
す
る
か
が

藤田昌宏（ふじたまさひろ）氏
1954年生まれ。1977年東京大学法学部卒業。同年通商産業
省（現経済産業省）入省。2003年資源エネルギー庁省エネル
ギー・新エネルギー部長、2004年大臣官房審議官（政策総合
調整担当）、2005年内閣官房知的財産戦略推進事務局次長、
2007年関東経済産業局長、2008年貿易経済協力局長を経
て2009年経産省を退官。2010年住友商事に入社。2014年
同専務執行役員、2017年同副社長執行役員、2018年同代表
取締役副社長執行役員を歴任。2019年石油資源開発代表取
締役副社長執行役員を経て2019年より現職。

課
題
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指

し
、
世
界
各
国
は
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

米
国
は
、
２
０
２
２
年
に
「
イ
ン
フ
レ
抑

制
法
」
と
い
う
法
律
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
抑

制
と
気
候
変
動
対
策
に
対
す
る
投
資
に
予
算

の
85
％
に
当
た
る
３
６
９
０
億
ド
ル
、
日
本

円
で
51
兆
円
も
の
資
金
を
充
当
す
る
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯
留
）
を
実

行
し
た
際
に
１
ｔ
当
た
り
85
ド
ル
補
助
す
る

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
）

代
表
取
締
役
社
長

PROFILE

ふ
じ
た
　
ま
さ
ひ
ろ

藤
田
昌
宏 

氏

6
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講
演



コージェネ財団特別講演会2023レビュー

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
ま
と
め
る
の
は
非
常

に
大
変
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
日
本
が

議
長
国
で
あ
る
こ
と
が
幸
い
し
、
ま
た
経
済

産
業
省
の
方
々
の
奮
闘
に
よ
り
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
実
現
す
る
道
筋
が
多
様
で
あ
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
非
常
に
意
味
の
あ

る
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ガ

ス
部
門
へ
の
投
資
が
、
現
下
の
危
機
及
び

こ
の
危
機
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
得
る
将
来

的
な
ガ
ス
市
場
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
、

適
切
で
あ
り
得
る
こ
と
を
認
識
す
る
」
と
い

う
一
文
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
、
金
融
界
で
は
化
石
燃
料
に
対
す
る

融
資
は
し
な
い
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通

し
に
従
え
ば
、
ガ
ス
分
野
は
今
後
も
設
備
を

増
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
、
ガ
ス
部
門
へ
の
投
資
は
な
お
必
要
と
明

記
で
き
た
の
は
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
し
た
。

ガ
ス
需
要
は
減
ら
な
い
、

引
き
続
き
投
資
が
必
要

ン
ス
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、
２
０
５
０
年
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
需
要
は
７
・
５
億
ｔ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ど
の
道
に
進
ん
で
も
、
天
然

ガ
ス
の
需
要
は
２
０
５
０
年
ま
で
減
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

石
油
に
つ
い
て
は
、
現
在
日
量
１
億
バ
レ

ル
ほ
ど
の
需
要
が
、
２
０
５
０
年
に
は
４
割

減
り
、
日
量
６
０
０
０
万
バ
レ
ル
に
な
る
と

見
通
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
見
通
し
か
ら
は
、
需
要
が
減
る

こ
と
の
な
い
天
然
ガ
ス
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て

は
、
何
よ
り
も
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ガ
ス

の
獲
得
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
踏
ま
え
、

世
界
的
な
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
5
月
、
広
島
で
先
進
７
カ
国
（
Ｇ

７
）
首
脳
会
合
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
、「
各
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
、
産
業
・
社
会
構
造
及
び
地
理

的
条
件
に
応
じ
た
多
様
な
道
筋
を
認
識
し
つ

つ
」
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
が
明
記
さ

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
は
今
年
５
月
、「
Ｇ

Ｘ
推
進
法
」
を
定
め
ま
し
た
。
Ｇ
Ｘ
推
進
戦

略
の
策
定
・
実
行
、「
化
石
燃
料
賦
課
金
」

の
導
入
、「
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
」
の
導
入
、「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」

の
発
行
な
ど
を
盛
り
込
む
大
仕
掛
け
の
法
律

で
、
経
済
産
業
省
出
身
の
私
か
ら
見
て
も
非

常
に
画
期
的
で
す
。
気
に
な
る
の
は
、
将
来

の
負
担
イ
メ
ー
ジ
が
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な

い
こ
と
で
す
。
今
は
お
金
を
使
い
、
将
来
そ

れ
を
取
り
返
す
と
い
う
制
度
が
う
ま
く
回
っ

て
い
く
か
否
か
が
焦
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

制
度
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
完

全
に
外
部
不
経
済
で
す
か
ら
、
本
格
的
に
推

進
す
る
際
に
は
、
政
府
の
支
援
制
度
が
不
可

欠
で
、
米
国
は
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
形
で
す
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
様
々
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
も
の
が
２
０
２
０
年
１
月
に
発
表
し

た
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
投
資
計
画
」

で
す
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
官
民

合
わ
せ
て
10
年
間
で
１
兆
ユ
ー
ロ
、
日
本
円

で
約
１
５
０
兆
円
の
投
資
を
行
う
こ
と
を
う

た
っ
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
の
ル
ー
ル
づ
く
り
参
画
が
重
要

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す
る
に
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
実
は
日
本
の
再
エ
ネ
導
入
量
は

現
在
、
世
界
第
６
位
の
位
置
を
占
め
て
い
ま

す
。
太
陽
光
発
電
で
は
世
界
第
３
位
で
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
２
０
２
０
年
の
８
年
間
で

導
入
量
を
約
４
倍
に
拡
大
す
る
と
い
う
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
を
実
現

し
ま
し
た
。

　

再
エ
ネ
導
入
の
拡
大
に
は
、
コ
ス
ト
も
か

か
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
標
準
世
帯
の
再
エ

　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ

Ｊ
）
は
「
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
２
０
２
３
」
で
、

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
示
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
趨
勢
的
な
変
化
が
そ
の
ま
ま
継
続

す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、

２
０
５
０
年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

２
０
２
０
年
の
１
・
３
倍
に
増
加
す
る
見
通

し
で
す
。
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
技
術

の
導
入
が
強
化
さ
れ
る
「
技
術
進
展
シ
ナ
リ

オ
」
で
は
、
２
０
３
０
年
頃
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
減
少
に
転
じ
、
２
０
５
０
年
に
は
お

お
む
ね
２
０
２
０
年
の
水
準
に
な
る
と
い
う

見
通
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、

２
０
５
０
年
時
点
で
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
８

割
を
化
石
燃
料
が
占
め
ま
す
。「
技
術
進
展

シ
ナ
リ
オ
」
で
も
６
割
が
化
石
燃
料
で
す
。

化
石
燃
料
の
中
で
も
増
え
る
も
の
と
減
る
も

の
が
あ
り
、
石
炭
は
減
り
、
天
然
ガ
ス
は
増

え
る
見
通
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
技
術
進
展
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、
２
０
５
０

年
時
点
の
世
界
の
ガ
ス
の
需
要
は
４
・
４
Ｔ

㎝
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
需
要
は

４
億
ｔ
と
、
２
０
２
０
年
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

14
％
、
13
％
増
え
て
い
ま
す
。「
レ
フ
ァ
レ

7
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ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ク
ー
ニ
ン
と
い
う
物
理

学
者
が
書
い
た
『
気
候
変
動
の
真
実
』
と
い

う
本
の
中
に
、
日
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇

所
が
あ
り
ま
す
。「
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
２
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
日
本

は
、
削
減
目
標
を
達
成
す
る
よ
り
も
、
全
世

界
に
展
開
可
能
な
低
排
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
新
た
に
開
発
実
証
す
る
こ
と
こ
そ
、
世
界

へ
の
大
き
な
貢
献
に
な
る
。
様
々
な
戦
略
の

費
用
と
効
果
を
正
し
く
理
解
す
べ
き
だ
」
と

い
う
内
容
で
す
。
こ
の
意
見
は
、
私
も
も
っ

と
も
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
大
学
の
特
任
教
授
で
あ
る
有
馬
純
さ

ん
の
『
亡
国
の
環
境
原
理
主
義
』
と
い
う
本

で
は
、「
反
原
発
主
義
」「
再
エ
ネ
原
理
主
義
」

「
環
境
原
理
主
義
」
が
日
本
を
滅
ぼ
す
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。「
こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
」

と
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
私
は
『
国
際
標
準
が
日
本
を
包
囲

す
る
』
と
い
う
本
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
欧
州
が
国
際
規
格
を
戦
略
化
し
、
米
国

が
デ
フ
ァ
ク
ト
の
主
導
権
を
握
る
中
、
日
本

企
業
の
「
よ
い
も
の
を
作
れ
ば
売
れ
る
」
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
、
市
場
競
争
力
を
奪
わ

れ
て
し
ま
う
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
内
容
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
結
果
的
に
そ
の
通
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
本
を
刊
行
し

た
１
９
９
８
年
当
時
、
日
本
の
家
電
産
業
は

世
界
を
席
巻
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
全
く

様
相
が
異
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
が
巧
み
に
国
際

標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
や
国
際
電
気
標
準

会
議
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
で
世
界
規
格
を
つ
く
っ
た

の
に
対
し
、
日
本
は
そ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に

加
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
欧
州
の
洗
濯
機
は
お
湯
を
わ
か

し
煮
て
洗
い
ま
す
。
煮
て
洗
う
洗
濯
機
だ
け

が
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
標
準
に
な
り
、
日
本
の
洗
濯
機

は
東
南
ア
ジ
ア
や
中
東
に
輸
出
し
て
も
「
規

格
に
合
っ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
脱
炭
素
の
実
現
に
向
け
て
、

世
界
で
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
す
。
日
本
が
そ
こ
に
い
か
に
加
わ
る
か

が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ネ
賦
課
金
は
年
間
１
万
２
０
０
０
円
ほ
ど
。

毎
月
、
各
家
庭
が
１
０
０
０
円
ず
つ
再
エ
ネ

の
た
め
の
負
担
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

太
陽
光
や
陸
上
風
力
の
導
入
に
は
、
平
地

な
ど
適
地
の
確
保
が
重
要
で
す
が
、
日
本
は

山
が
多
く
平
地
が
少
な
い
国
で
す
。
平
地
面

積
当
た
り
の
再
エ
ネ
発
電
量
を
見
る
と
、
日

本
は
世
界
最
大
で
す
。
限
ら
れ
た
国
土
の
中

で
、
国
民
が
負
担
を
し
な
が
ら
、
最
大
限
に

再
エ
ネ
を
導
入
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

再
エ
ネ
の
コ
ス
ト
を
見
て
も
、
日
本
は
世

界
各
国
に
比
べ
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
は
北
海
か
ら
の
偏
西
風
が
一
年
中
安
定

し
て
吹
き
ま
す
が
、
日
本
の
風
は
気
ま
ぐ
れ

で
す
。
北
海
道
の
西
側
と
東
北
地
方
の
日
本

海
側
の
風
況
が
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
北

海
地
域
と
比
較
し
た
際
の
設
備
利
用
率
は
３

分
の
２
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
効
率
が
低

く
な
る
分
、
コ
ス
ト
の
高
い
再
エ
ネ
電
源
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
日
照
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
日
照
時
間
が
平
均
１
日
12
時
間
な
の
に
対

し
、
日
本
は
平
均
５
時
間
に
と
ど
ま
り
、
太

陽
光
設
備
の
利
用
率
は
下
が
り
ま
す
。
地
震

や
台
風
な
ど
の
災
害
も
多
く
、
設
備
の
安
全

性
を
保
つ
た
め
の
建
築
基
準
が
厳
し
く
な
り
、

こ
こ
で
も
コ
ス
ト
が
か
さ
み
ま
す
。

重
要
性
増
す
Ｃ
Ｃ
Ｓ
、先
進
事
業
に
参
画

　

こ
こ
か
ら
は
石
油
資
源
開
発
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
）
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
探
鉱
・
開
発
・

生
産
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
＆
Ｐ
（Exploration 

こ
と
で
す
。
日
本
の
産
業
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
必
要
と
す
る
限
り
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
Ｅ
＆
Ｐ
事
業
を
進
め
、

そ
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

and Production
）
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

世
界
で
６
カ
所
、
日
本
国
内
に
10
カ
所
の
拠

点
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
会
社
の
存

在
意
義
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
供
給
す
る

8
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苫
小
牧
地
域
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
と
東
新
潟
地
域
Ｃ

Ｃ
Ｓ
事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
取
り
組
み
ま
す
。

経
済
産
業
省
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
現
在
、
フ
ィ

ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

世
界
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
か
い
動
く
中
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
を
念
頭
に
置
き
、
し
た
た
か
に
上
手
に
対

応
し
、
産
業
競
争
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
な
し
崩
し
的
に
無
茶
な
計
画
を
つ

く
り
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
避
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
が
社
も
、
一
方
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
を
図
り
つ
つ
、
ま
た
一
方
で
脱
炭
素
に

向
け
い
ろ
い
ろ
な
手
を
打
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

JAPEXのカーボンニュートラル対応方針
2050年時点の達成目標と、 JAPEXとして貢献を目指す分野を明示

GHG排出削減目標 ネットゼロ社会実現へ貢献する分野
Scope1+2 CCS/CCUS

CN分野・2030年度に自社操業のCO₂排出量原単位を
2019年度比で40%削減

・2050年に自社操業のネットゼロ達成

・CCS/CCUS技術の実用化・事業化
・ブルー水素・メタネーションやCCS付き天然ガ
ス発電など、CCS/CCUS周辺分野への参入

Scope3 再生可能エネルギー

I/U分野・自社サプライチェーンの2050年ネットゼロ達
成に貢献する、新たな技術の確立や、環境負
荷の低いエネルギーの供給推進

・BECCS(CCS/CCUSと組み合わせネガティブ
エミッションを実現するバイオマス発電)

・E&Pの経験・知見を活用できる洋上風力

石油・天然ガスの安定供給
天然ガス利用促進 鉱区権益取得・開発 E&P分野

・他の化石燃料からの燃料転換需要へ対応
・今後の多様なLNG需要への対応強化

・石油・天然ガスは今後も主要なエネルギーと認識
・引き続き鉱区権益の取得と開発生産に注力

CCSの重要性
IEA:2070年に世界でCN達成に必要なCO₂削減量のうち、約2割 (76億ｔ) をCCUSが担うと予測

(インフラ・
ユーティリティ)

0

出典：IEA CO2 emission reductions in the energy sector in the Sustainable Development Scenario Relative to the Stated Policy Scenario updated 26 Oct 2022 に日本語訳追記

国家政策シナリオに基づく持続可能な開発シナリオでの算定による削減量

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2070

-10

-15

-20

-25

-30

-35

-40

-5

Gt-CO2 per year
STEPS : 現行の政策に基づくシナリオ

需要量の減少
水素
バイオエネルギー

他の再生可能エネルギー

C
O
²
排
出
削
減
貢
献
量 （
予
測
）

電化
他の燃料転換
エネルギー効率向上
CCUS持続可能な開発シナリオ

CCUS: CCSに加え、 CO₂を有効利用 (Utilization) する技術

CNを実現するには大気に放出しない技術が必要

気候変動に関する政府間パネル (IPCC) とIEAは、
 グローバルな排出削減目標の達成に貢献するために重要な役割を果たすと報告

CCSは、
1. 複数の産業ソースからの大規模排出を削減できる現在唯一の技術
2. 既存の施設に後付けでき、施設を低炭素で稼働することが可
3. 既存の確立した技術の応用であり、 CO₂削減量の測定が容易

　

一
方
、
脱
炭
素
化
が
進
む
中
、
イ
ン
フ
ラ
・

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
や
そ
の
他
事
業
も
拡

大
し
成
長
を
図
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
で
は
、

現
在
７
カ
所
の
発
電
所
の
開
発
・
運
営
に
参

画
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
福
島
県
新
地
町
で
は
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
天
然
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
周
辺
施
設
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
ド
イ
ツ
の
製
薬
メ
ー

カ
ー
・
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
の

山
形
工
場
で
、
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
核

と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
、電
力
・

蒸
気
・
冷
水
を
供
給
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
事
業
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
分
野
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
特

に
力
を
注
ぐ
の
が
Ｃ
Ｃ
Ｓ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
Ｃ

Ｏ
２
の
回
収
・
貯
留
・
活
用
）
で
す
。
Ｅ
＆

Ｐ
事
業
を
通
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
を
安
全
に
圧
入

す
る
た
め
の
地
下
調
査
、
掘
削
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
グ
ル
ー

プ
内
に
蓄
積
さ
れ
、
一
気
通
貫
で
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
対
応
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、

２
０
７
０
年
に
世
界
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
達
成
す
る
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の

う
ち
の
約
２
割
、
76
億
ｔ
を
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
担

う
必
要
が
あ
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
石
油
や
ガ
ス
は
一
定
程
度
、
使
い
続
け
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
燃
焼
時
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２
を
大
気
に
放
出
し
な
い
技
術
が
必
要
で

あ
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
重
要
性
は
さ

ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
６
月
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資

源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業

７
案
件
を
「
先
進
的
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
」
に
選
定

し
ま
し
た
。
当
社
は
、
こ
の
う
ち
の
北
海
道

9
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カーボンニュートラルに向けた
トランジションへの提言

DXとGXを一体化した“異次元の”省エネにコージェネが貢献

特別講演会では、「カーボンニュートラルに向けたトランジションへの提言」と題した鼎談を行っ
た。元環境事務次官で早稲田大学法学部教授の森本英香氏、東京ガス常務執行役員の小西雅子
氏、コージェネ財団理事長の柏木孝夫が、エネルギーセキュリティーを確保しながら脱炭素化に向
かう道筋を語り合った。トランジションの過程でまず必要なのは、ＤＸとＧＸを一体化した“異次元
の”省エネであり、コージェネレーション（熱電併給）が大きな役割を果たすことを確認した。

10
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柏
木
孝
夫
　
日
本
は
２
０
５
０
年
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
２
０
５
０
年
ま
で
は
時
間
が
あ
り
ま

す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
こ

の
瞬
間
に
も
守
る
べ
き
も
の
で
す
。
暮
ら
し

や
産
業
に
な
る
べ
く
影
響
を
与
え
な
い
形
で
、

い
か
に
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
し
て
い
く
か
が
問

わ
れ
ま
す
。

　

東
京
ガ
ス
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
か
。

ト
ナ
ー
と
し
て
、
各
地
域
に
寄
り
添
っ
た
最

適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

　

今
年
６
月
時
点
で
24
自
治
体
と
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
自

治
体
ご
と
に
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
共
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

柏
木
　
環
境
省
は
地
域
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

森
本
英
香
氏
（
以
下
、
森
本
）　

地
域
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
６
月
に
定
め
た
「
地
域
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
同
年
10
月
に
閣
議
決
定

し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
に
よ
っ
て
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
１
０
０
カ

所
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
を
設
け
る
方
針

で
す
。
現
在
ま
で
に
60
地
域
ほ
ど
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

地
域
社
会
が
脱
炭
素
化
し
つ
つ
、
レ
ジ
リ

地
域
の
脱
炭
素
化
で
国
内
に
富
を
環
流もりもと ひ で か

1957年生まれ。東京大学法学部卒業。1981年4月環境庁（現環境省）入庁。
2011年8月内閣審議官、内閣官房原子力安全規制組織等改革準備室長、
2012年9月原子力規制庁次長、2014年7月環境省大臣官房長を歴任。2017
年7月環境事務次官に就任。2019年7月環境省顧問を経て2020年4月早稲田
大学法学部教授に就任。現在に至る。

早稲田大学法学部教授
元環境事務次官

森本 英香 氏

小
西
雅
子
氏
（
以
下
、
小
西
）　

東
京
ガ
ス

は
今
年
２
月
に
２
０
２
５
年
度
ま
で
の
中
期

経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
脱
炭
素
化
に

取
り
組
む
当
社
方
針
は
、「
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
ま
ず
は

徹
底
的
な
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
の
た
め
、
石

炭
や
重
油
か
ら
の
燃
料
転
換
、
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
な
ど
に
よ

り
、
天
然
ガ
ス
の
高
度
利
用
を
推
進
し
ま

す
。
太
陽
光
や
風
力
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
源
の
獲
得
に
よ
る
脱
炭
素
化
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
十
分
に
排
出
を

削
減
で
き
な
い
部
分
は
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行
い

ま
す
。

　

今
回
の
中
計
で
は
、
改
め
て
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
宣
言
し
ま
し

た
。「
２
０
５
０
年
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
実
現
す
る
」
と
表
明
し
た
自
治
体
は

９
０
０
以
上
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
計
画

に
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
自
治
体
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
ガ
ス
は
自
治
体
の
パ
ー

11



Co-GENET Vol.33

こにし 　 まさこ

1965年生まれ。1988年お茶の水女子大学家政学部食物学科卒業。同年東京
ガス入社。2016年営業第二事業部長、2019年広域営業部長を経て、2020年
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部広域エネルギー事業部長、2022年執行役員カスタマー&ビジネスソリュー
ションカンパニー法人営業本部長を歴任。2023年4月より現職。

東京ガス常務執行役員

小西 雅子 氏

エ
ン
ト
に
な
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、
再
エ
ネ
の
調
整
役
も

果
た
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併

給
）
シ
ス
テ
ム
は
と
て
も
有
効
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

自
治
体
の
中
に
は
「
手
を
挙
げ
た
け
れ
ど
、

何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
は
募
集

の
際
に
民
間
事
業
者
な
ど
と
共
同
で
の
計
画

提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。
東
京
ガ
ス
が
既
に

地
域
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
を
リ
ー
ド
さ

れ
て
い
る
の
は
、
大
変
有
難
い
こ
と
で
す
。

柏
木
　
日
本
で
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の

導
入
を
機
に
再
エ
ネ
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
し
ま

し
た
。
た
だ
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
風
車
の
多
く

は
中
国
製
で
す
。
地
域
電
力
に
中
国
資
本
が

参
画
し
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
も
中
国
に
流
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
国
内
で
お
金
が
回
る

形
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

森
本
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
気
づ
け
ば
富
が

国
外
に
流
れ
る
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
、
地
元
企
業
が
出
資
し
、
電

源
を
持
つ
地
域
電
力
を
設
立
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

脱
炭
素
先
行
地
域
の
募
集
に
当
た
り
、
民
間

事
業
者
と
共
同
で
の
提
案
を
必
須
と
し
た
の

も
、
富
を
国
内
に
落
と
す
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
１
つ
の
狙
い
で
す
。

柏
木
　
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期
に
ま
ず
求
め
ら

れ
る
の
は
〝
異
次
元
の
〞
省
エ
ネ
で
す
。
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）と
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｇ
Ｘ
）
の
一
体
化
に
よ
り
、ビ
ル
や
工
場
、

住
宅
を
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（Com

m
unity Energy 

M
anagem

ent System

）
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
す
る
。
変
動
性
の
高
い
太
陽
光
や
風
力

を
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）
の
実
施

で
上
手
に
使
い
切
り
、
省
エ
ネ
と
省
Ｃ
Ｏ
２

Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
し
ま
す
。
２
つ

目
が
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
高
度
化
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
多
く
の
地

域
で
電
力
や
熱
の
面
的
利
用
を
お
手
伝
い
し

て
き
ま
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
さ
ら
に
地
域
全
体
で
の
最
適
運
転
を

実
現
し
ま
す
。
３
つ
目
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回

収
・
貯
留
・
活
用
）
で
す
。
す
べ
て
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様

に
適
し
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
形
を
提
案
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

柏
木
　
家
庭
用
燃
料
電
池「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」

は
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
高
効
率
機
器
の
代
表

 「
モ
ノ
売
り
」か
ら「
機
能
売
り
」で

省
エ
ネ
を
推
進
へ

を
実
現
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

カ
ギ
と
な
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
活
用
で
す
。

小
西
　
東
京
ガ
ス
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
徹
底
活
用
し
な
が
ら
国

内
外
の
お
客
様
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
よ
う
と

３
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
が
石
炭
や
重
油
か
ら
天
然
ガ
ス
へ

の
燃
料
転
換
で
す
。
高
効
率
機
器
の
導
入
や

高
効
率
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
の
建
設
な
ど
を

通
し
、
天
然
ガ
ス
の
高
度
利
用
を
図
り
、
Ｃ
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格
で
す
。今
、ど
の
よ
う
な
販
売
状
況
で
す
か
。

小
西
　
私
は
10
年
ほ
ど
前
ま
で
、
長
く
「
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
」
の
営
業
担
当
を
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
ま
だ
価
格
の
高
い
製
品
で
し
た

が
、
環
境
意
識
の
高
い
人
の
購
買
意
欲
が
高

く
、
そ
の
よ
う
な
お
客
さ
ま
を
中
心
に
ご
購

入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、
脱
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
た
議
論･
取
り
組
み
が

加
速
す
る
中
、
五
輪
選
手
村
跡
地
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
、
４
０
０
０
戸
余
り
に
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

柏
木
　
省
エ
ネ
に
は
、「
モ
ノ
売
り
」か
ら「
機

能
売
り
」へ
の
転
換
も
必
要
で
す
。ユ
ー
ザ
ー

が
使
う
機
器
を
定
期
的
に
、
よ
り
高
効
率
な

機
器
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
り
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
実
現
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

森
本
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に

は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
組
み

合
わ
せ
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
循
環

経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
柏
木
先
生
が
今

お
っ
し
ゃ
っ
た
「
サ
ー
ビ
サ
イ
ジ
ン
グ
」
や

「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
の
導
入
が
不
可

欠
で
す
。
環
境
省
の
環
境
再
生
・
資
源
循
環

局
、
地
球
環
境
局
、
総
合
政
策
局
が
連
携
し
、

問
題
意
識
を
持
っ
て
経
済
産
業
省
と
話
し
合

い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

柏
木
　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
な
ど
省
エ
ネ

機
器
の
導
入
後
、
燃
料
を
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
に

転
換
す
れ
ば
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
近

づ
き
ま
す
。
東
京
ガ
ス
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

小
西
　
水
素
と
Ｃ
Ｏ
２
を
化
学
反
応
さ
せ
て

作
る
合
成
メ
タ
ン
「
ｅ
–
メ
タ
ン
」
の
取
り

組
み
を
加
速
し
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
に

ま
ず
１
％
導
入
を
目
指
し
ま
す
。
２
０
５
０

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と

国
際
標
準
化
の
推
進
を

年
に
は
９
割
近
く
を
転
換
す
る
計
画
で
す
。

　

２
０
２
２
年
３
月
に
は
、
当
社
横
浜
テ
ク

ノ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
実
証
試
験
を
始
め

ま
し
た
。
横
浜
市
の
施
設
か
ら
も
Ｃ
Ｏ
２
を

受
け
取
り
、
ｅ
–
メ
タ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
南
足
柄
市
で
は
、
富
士
フ
イ
ル

ム
を
中
心
に
近
く
の
自
治
体
や
工
業
団
地
と

も
連
携
し
、
ｅ
–
メ
タ
ン
の
活
用
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
、
三

菱
商
事
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
と
と
も

に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
近
く
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
安
い

再
エ
ネ
電
源
が
近
く
に
あ
る
上
、
水
素
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
や
Ｃ
Ｏ
２
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
出
荷
基
地
等
が
整
い
、
新
た
な
コ
ス
ト
を

か
け
な
く
て
も
日
本
ま
で
ｅ
–
メ
タ
ン
を
運

べ
ま
す
。
初
期
の
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ

デ
ィ
を
終
え
、
現
地
調
査
を
進
め
て
い
る
段

階
で
す
。

柏
木
　
一
部
で
使
用
す
る
天
然
ガ
ス
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
ど
う
削
る
か
も
課

題
で
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
貯
留
）

や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
軸
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
西
　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
研
究
も
進
め

て
い
ま
す
。
企
業
や
工
場
で
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収

し
炭
酸
塩
に
変
え
、
炭
酸
水
や
石
け
ん
に
有

かしわ ぎ 　 た か お

1946年東京都生まれ。1970年東京工業大学工学部生産機械工学科卒。
1979年博士号取得。1980～1989年米商務省NBS（現NIST）招聘研究員、
1988年東京農工大学工学部教授などを経て2007年東京工業大学大学院教
授に就任。2012年東京工業大学名誉教授に。専門はエネルギー・環境システ
ム。2003年日本エネルギー学会学会賞（学術部門）、2008年文部科学大臣表
彰科学技術賞（研究部門）など受賞多数。経済産業省総合資源エネルギー調査
会本委員、同省エネルギー・新エネルギー分科会長等、水素・燃料電池戦略協
議会座長等を歴任。著書に『スマート革命』『エネルギー革命』『コージェネ革命』

『超スマートエネルギー社会5.0』など。

東京工業大学名誉教授／コージェネ財団理事長

柏木 孝夫 氏

13



Co-GENET Vol.33

効
活
用
で
き
な
い
か
な
ど
、
営
業
と
一
緒
に

考
え
試
行
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
会
社
が
関
心
を

持
ち
、
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
本
　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
国
内

に
と
ど
ま
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
海

外
で
実
施
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
す
。
国

内
で
の
実
証
試
験
な
ど
を
参
考
に
、
国
際
的

に
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
標
準
化
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
Ｃ
Ｃ
Ｓ

や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
は
必
ず
し
も
熱
心
で
は
な
い

の
で
、
日
本
が
リ
ー
ド
し
得
る
分
野
で
す
。

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
最
終

的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

気
に
な
る
の
は
中
国
の
動
き
で
す
。
Ｅ
Ｕ

は
企
業
の
経
済
活
動
が
持
続
可
能
で
あ
る
か

ど
う
か
を
判
定
し
分
類
す
る
「
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ

ノ
ミ
ー
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
タ

ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。
タ

ク
ソ
ノ
ミ
ー
は
劇
薬
で
あ
り
、
国
際
標
準
化

の
日
本
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

柏
木
　
排
出
量
取
引
が
始
ま
れ
ば
、
東
京
ガ

ス
に
は
キ
ャ
ッ
プ
（
排
出
量
の
上
限
）
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
う
対
応
し

ま
す
か
。

小
西
　
電
力
に
つ
い
て
は
、
再
エ
ネ
電
源
を

ど
れ
だ
け
の
ス
ピ
ー
ド
で
持
て
る
か
が
カ
ギ

だ
と
考
え
、
現
在
１
５
０
万
kW
ほ
ど
の
取
扱

量
を
、
２
０
３
０
年
に
６
０
０
万
kW
に
拡
大

す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
今
は
太
陽
光

や
バ
イ
オ
マ
ス
が
中
心
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

陸
上
風
力
や
洋
上
風
力
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
手
を
組
み
、
浮

体
式
洋
上
風
力
の
開
発
を
始
め
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
基
金
事
業
に
も
採
択
さ
れ
、
量
産
化
、
低

コ
ス
ト
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
で

20
兆
円
の
先
行
投
資
を
実
施

柏
木
　
政
府
は
、「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基

本
方
針
」
に
基
づ
き
、「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」

の
発
行
を
決
め
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
に
必
要
な
１
５
０
兆
円
規
模
の

官
民
投
資
の
う
ち
、
国
の
投
資
分
に
当
た
る

20
兆
円
規
模
を
、
こ
の
Ｇ
Ｘ
債
で
調
達
す
る

計
画
で
す
。
残
る
１
３
０
兆
円
の
資
金
の
出

し
手
に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
ま
せ
ん
。

森
本
　
Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
に
は
重
要
な
フ
レ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ｘ
債
を
活
用
し
た
大
胆

な
先
行
投
資
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え

方
と
し
て
、「
民
間
事
業
者
の
予
見
可
能
性

を
高
め
て
い
く
」
こ
と
と
、「
規
制
・
制
度

的
措
置
と
一
体
的
に
講
じ
て
い
く
」
こ
と
が

必
要
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

脱
炭
素
を
自
主
的
な
取
り
組
み
に
任
せ
る

の
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
結
局
、
既
存
の
燃

料
な
ど
と
の
価
格
差
が
生
じ
、
競
争
に
負
け

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
必
要
な
と
こ

ろ
に
は
規
制
を
加
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
場

を
明
確
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ

が
で
き
れ
ば
、
価
格
差
へ
の
支
援
で
20
兆
円

を
使
っ
た
時
、
民
間
が
そ
れ
を
追
い
か
け
る

形
で
残
り
の
１
３
０
兆
円
を
投
資
で
き
る
と

い
う
構
想
で
す
。

　

Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
で
は
、
資
金
の
使
い
先
と

し
て
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
再
エ
ネ
、
蓄

電
池
な
ど
の
補
助
や
金
融
支
援
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
の
例
を
参
考
に
、
日
本
で
も

価
格
差
補
助
を
実
行
す
る
方
針
を
盛
り
込
ん

だ
の
は
英
断
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
政
府
は
Ｇ
Ｘ
債
の
償
還
に
必
要
な
資

金
を
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
で
調
達

す
る
方
針
で
す
。

森
本
　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
コ
ス
ト
を
内
部
化
す

る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
は
、
社

会
全
体
を
変
え
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
で

す
。
欧
州
で
は
10
年
以
上
前
か
ら
カ
ー
ボ
ン

太
陽
光
と
燃
料
電
池
で

日
本
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に

 

柏
木
　
Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
で
は
、「
ア
ジ
ア
・

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
」（
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）

構
想
を
実
現
し
、
ア
ジ
ア
の 

Ｇ
Ｘ
を
一
層

後
押
し
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う

狙
い
が
あ
り
ま
す
か
。

森
本
　
日
本
だ
け
が
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
削
減
し

て
も
、
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
が
苦
し
ん
で
い
る
状
況
と
ア
ジ
ア
の
途
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上
国
が
苦
し
ん
で
い
る
状
況
は
似
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
途
上
国
で
も
使
え
る
技
術
や

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ
ば
、
市
場
を
広
げ
る
上

で
も
意
味
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
ジ
ア
を
含
め
た
構
想
を
持
つ
の
は
非
常
に

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
太
陽
光
と
燃
料
電
池
を
組
み
合
わ
せ

れ
ば
、
電
気
と
お
湯
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
本
は
最
も
重
要
な
固
体
酸
化
物

形
燃
料
電
池
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）
を
商
品
化
し
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
輸
出
す
れ
ば
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す

世
界
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
れ
る
と

期
待
で
き
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

森
本
　
太
陽
光
と
燃
料
電
池
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
日
本
の
技
術
輸
出
の
重
要
な
ツ
ー
ル
の
１

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
決
し
て
バ

ラ
バ
ラ
で
売
ら
な
い
こ
と
。
組
み
合
わ
せ
、

シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

柏
木
　
日
本
は
こ
れ
ま
で
モ
ノ
で
勝
ち
、
ビ

ジ
ネ
ス
で
負
け
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

モ
ノ
で
勝
ち
、
シ
ス
テ
ム
で
も
勝
ち
、
最
終

的
に
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
勝
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

小
西
　
今
年
、
東
京
ガ
ス
は
成
田
国
際
空
港

と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
事
業
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
更
新
、
最
新
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備
、
水
素
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
２
０
５
０
年
に
成
田
空

港
に
供
給
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
を

目
指
し
ま
す
。

　

24
時
間
３
６
５
日
稼
働
す
る
空
港
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
空
港
の
脱
炭
素
モ
デ
ル
を
世
界
に
先
駆
け

て
構
築
し
ま
す
。

の
事
業
を
見
て
い
て
、
国
内
で
閉
じ
る
の
で

は
な
く
、
ア
ジ
ア
の
新
興
国
さ
ら
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の

国
々
も
含
め
て
脱
炭
素
ス
キ
ー
ム
を
構
築
す

る
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
東
京
都
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
も
成
田
空
港
と
同
様
に
、
羽
田
空
港

や
東
京
湾
沿
岸
の
産
業
地
帯
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、

水
素
活
用
を
推
進
す
る
挑
戦
を
始
め
て
い
ま

す
。
自
治
体
と
政
府
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
、
し
っ
か
り
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

柏
木
　
こ
れ
か
ら
進
め
る
べ
き〝
異
次
元
の
〞

省
エ
ネ
に
お
い
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
極
め
て

有
用
な
ツ
ー
ル
で
す
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
か
ら

産
業
用
シ
ス
テ
ム
ま
で
、
様
々
な
形
で
お
役

に
立
て
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
自

由
化
に
よ
っ
て
、
大
規
模
電
源
と
分
散
型
電

源
の
共
存
が
不
可
欠
に
な
る
中
、
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
核
と
し
て
の
役
割
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
合
成
燃
料
や
水

素
の
普
及
が
進
め
ば
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用

に
よ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
地
域

社
会
の
形
成
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
に
は
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
道
を
選
ぶ
の
か
を
模
索
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
乗
り
切
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期
に

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
多
様
な
価
値
を
発
揮

柏
木
　
技
術
、
制
度
な
ど
多
方
面
か
ら
貴
重

な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
一
言

ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

小
西
　
脱
炭
素
の
時
代
を
迎
え
、「
ガ
ス
会

社
は
大
丈
夫
か
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
だ
け
で
な
く
電

力
も
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で
脱
炭
素
を

進
め
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
に
な
い
発
展

系
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
支
援
や
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

森
本
　
社
外
取
締
役
を
務
め
る
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
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　安全・安心なコープ商品の製造や宅配サービスを手
掛ける生活協同組合コープさっぽろ（以下、コープさっ
ぽろ）の関連会社であるコープフーズ株式会社（以下、
コープフーズ）は、道内に石狩・江別の製造拠点を含む7

か所の工場を持ち、自社で製造したお弁当や惣菜、商品
を全道各地へ365日配達している。
　同社は北海道胆振東部地震時に工場が稼働できな
かった経験を踏まえ、BCP強化の観点から、石狩工場に
常用・非常用兼用ガスエンジンコージェネの導入を決め
た。同工場では、これまでA重油と系統電力を利用して
いたが、中圧導管による都市ガスへ燃料転換し、工場内
の全電力を賄えるコージェネを導入。安定的に電気と熱
を供給しながら、余剰発電時はグループ会社へ逆潮電
力販売をすることで経済性を確保した売電スキームの
事業モデルも構築した。併せて、石狩市とは「災害時に
おける消費生活の安定及び応急生活物資の供給等に関
する相互協定書」を締結しており、地域のレジリエンス強
化にも大きく貢献している。

コージェネ導入のポイント
BCP対策強化と地域防災への備え
CGS運用による省エネ・環境性への貢献
余剰電力の逆潮による経済性の向上

1

2

3

Co-GENET Vol.33

コージェネを活用したBCP強化、地域貢献、
経済性・環境性両立の達成

コープフーズ株式会社
石狩工場

■ 施設概要
会 社 名 コープフーズ株式会社　石狩工場
所 在 地 北海道石狩市新港西2丁目754-1
工 場 種 別 食品製造・配送工場

生 産 品 目 お弁当、おにぎり、寿司、麺類、サラダ、パン、
デザート等、多品種の食品製造を手掛ける

開 業 時 期 1986年　工場開業
2021年2月　コージェネ稼働

C O O P  F O O D S

Case1

取材・文：米山 誠秀

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー 三菱重工エンジン＆ターボチャージャ株式会社
モ デ ル 名 SGP　M1000-S-1S
燃 料 種 別 都市ガス13A（中圧）
定格出力／台 1,000kW×1台
温水取出温度 91℃（高温水）／54.5℃(低温水)

効 率 総合：73.7％／発電：42.4％
排熱回収率：蒸気17.3%、温水14.0%

燃 料 消 費 量 209 Nm3/h
そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種、非発兼用

SDGs コージェネ

16



コージェネ導入事例

入
に
あ
た
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
も
の

の
、
コ
ー
プ
フ
ー
ズ
を
中
心
と
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
ガ
ス
燃
料
の

調
達
お
よ
び
安
定
供
給
か
ら
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

設
置
・
運
用
、
発
電
余
剰
電
力
の
買
い
取
り

ま
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
両
立
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が
実
現
し
た
。

過
去
の
経
験
が
活
か
さ
れ
た
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
設
備
は
、
震
災
等
の
非
常
時
に
北
海
道

の
「
食
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
」
と
い
う
関
係

者
の
強
い
思
い
で
出
来
上
が
り
、
北
海
道
の

フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
強
化
と

地
域
防
災
へ
の
備
え

　

北
海
道
石
狩
市
に
あ
る
工
業
団
地
「
石
狩

湾
新
港
地
域
」
内
に
位
置
し
て
い
る
コ
ー
プ

フ
ー
ズ
石
狩
工
場
は
、
２
０
１
８
年
９
月
６

日
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
広
域
停

電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
が
発
生
し
た
際
、

工
場
が
２
日
間
稼
働
で
き
ず
、
お
弁
当
や
惣

菜
の
生
産
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
の
経
験
を
活
か
し
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
グ

用
し
て
い
る
。
設
備
の
運
転
効
率
に
大
き
く

寄
与
す
る
熱
利
用
に
つ
い
て
は
、
使
用
実
態

を
事
前
に
調
査
・
分
析
し
、
最
適
な
機
器
を

選
定
。
さ
ら
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
が
優
先

的
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
で
、

２
０
２
１
年
度
の
運
用
実
績
で
は
Ａ
重
油
を

利
用
し
て
い
た
頃
と
比
べ
、
省
エ
ネ
率
15
・

３
％
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
率
15
・０
％
を
達
成
し
た
。

余
剰
電
力
の
逆
潮
に
よ
る

経
済
性
の
向
上

　

工
場
内
の
全
電
力
を
賄
え
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ

容
量
と
し
た
こ
と
で
、
電
力
負
荷
が
少
な
い

季
節
や
時
間
帯
は
余
剰
電
力
が
発
生
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社
間
の
ス
キ
ー

ム
を
活
用
し
、
余
剰
発
電
分
は
逆
潮
電
力
販

売
を
行
う
こ
と
で
、
経
済
性
を
向
上
さ
せ
た
。

具
体
的
に
は
、
本
エ
リ
ア
は
逆
潮
操
業
を
す

る
際
に
「
潮
流
調
整
シ
ス
テ
ム
」
導
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
エ
リ
ア
で
あ
り
、
系
統

の
設
備
容
量
を
超
過
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に

は
潮
流
調
整
シ
ス
テ
ム
か
ら
自
動
的
に
発
信

さ
れ
る
出
力
抑
制
信
号
を
受
信
し
、
出
力
抑

制
を
行
っ
て
い
る
。
本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

電
力
系
統
に
連
系
し
な
が
ら
余
剰
電
力
は
逆

潮
し
た
う
え
で
、
株
式
会
社
ト
ド
ッ
ク
電

力
（
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
グ
ル
ー
プ
）
へ
売
電

を
行
い
、
経
済
性
を
高
め
た
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
額

は
全
体
で
約
３
０
百
万
円
／
年
に
及
ぶ
。
導

■ エネルギーフロー図

都市ガス

電力

蒸気

温水

コープフーズ伊藤忠エネクス

東京都市サービス

電力

トドック電力

王子・
伊藤忠エネクス
電力販売

熱交換器

貫流ボイラ
（2t×3缶）

ガスエンジン・
コージェネ

（1000kWx2）余剰電力
引き取り

不足電力
供給

余剰電力

ル
ー
プ
と
東
京
都
市
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
ら

が
協
業
し
た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

策
を
両
立
す
る
熱
電
併
給
サ
ー
ビ
ス
」
と
し

て
、
２
０
２
１
年
に
工
場
の
全
電
力
を
賄
え

る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
仕
様
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
停
電

時
で
も
原
材
料
を
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
に
ス

ト
ッ
ク
し
な
が
ら
、
全
生
産
ラ
イ
ン
を
稼
働

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

寒
冷
地
対
策
と
し
て
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

冷
却
設
備
を
ラ
ジ
エ
ー
タ
方
式
と
し
、
冷
却

水
系
統
は
ブ
ラ
イ
ン
を
採
用
。
同
様
に
温
水

系
統
に
も
ブ
ラ
イ
ン
を
採
用
し
、
エ
ン
ジ
ン

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
で
停
止
し
て
い
る
間
の
凍

結
防
止
も
考
慮
し
た
。
積
雪
対
策
と
し
て
は

基
礎
を
嵩
上
げ
施
工
し
、
屋
外
グ
ラ
ン
ド
レ

ベ
ル
の
配
管
類
は
除
雪
作
業
時
の
破
損
防
止

対
策
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
つ
ら
ら
の
落
下

等
に
よ
る
設
備
破
損
対
策
を
講
じ
た
設
計
を

交
え
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
寒
冷
地
域
防
災

へ
の
備
え
を
強
固
な
も
の
に
し
た
。

適
正
な
運
用
に
よ
る

省
エ
ネ
・
環
境
性
へ
の
貢
献

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
用
は
電
主
熱
従
運
転
と

し
、
工
場
内
の
電
力
負
荷
に
関
わ
ら
ず
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
定
格
フ
ル
出
力
の
高
効
率
運
転
維

持
を
実
現
し
、
経
済
性
と
環
境
性
の
両
立
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱

は
工
場
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
空
調
で
利

ガスエンジン・コージェネ（1,000kW×1台）
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　岡山駅から車で約10分。市内を悠然と流れる旭川へ差
しかかると、向こう岸に岡山ガスの新しい本社ビルが見え
てくる。1973年から使われてきた旧社屋にほど近い、三角
形の場所に昨年完成したばかりの新社屋は、省エネにより
基準一次エネルギー消費量を従前より50％以上削減した
建物に付与される“ZEB Ready”の認定を受けている。ガ
ス会社ならではのZEB（Net Zero Energy Building）を
サブユーザーやエンドユーザーに訴求しながら、地域に根
差したエネルギー会社として高いレジリエンス機能を有し
ている。オフィスリノベーションにより、社員の働き方改革
にも大いに貢献したという新本社ビルを訪問した。

コージェネ導入のポイント
新本社ビル社屋のZEB化推進
コージェネによる省エネ・脱炭素化
中圧供給とコージェネの組み合わせによる
BCP対応強化

1
2
3

SDGs コージェネ

「晴れの国」岡山にZEBビル誕生、
新たなレジリエンス拠点は社員の働き方改革にも寄与

岡山ガス株式会社　本社ビル

■ 施設概要
所 在 地 岡山県岡山市中区桜橋1丁目1番1号

建 物 規 模 地上5階

構 造 鉄筋コンクリート造

面 積 建築面積：989.15㎡
延床面積：4,099.25㎡

竣 工 年 月 2022年5月（コージェネ設置時期：2022年5月）

省エネ目標値 2,633.1GJ／年（851MJ/年㎡）
※BELS評価における設計値

H e a d  O f f i c e  /  O k a y a m a  G a s  C o . ,  L t d .  

Case2

取材・文：池原 威徳

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 CP35D2Z-TNJG

燃 料 種 別 都市ガス（13A）

定 格 出 力 35kW

台 数 3台

温水取出温度 88℃

効 率 総合：88.0％／発電：33.5％
排熱回収：温水54.5％

排熱回収熱量 56.9kW（100％定格出力時）

そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種
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コージェネ導入事例

Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

取
得
の
た
め
の
様
々
な
方
策

　

新
本
社
ビ
ル
に
は
様
々
な
省
エ
ネ
技
術
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
外
壁
や
屋
根

な
ど
の
断
熱
や
Ｌ
ｏ
ｗ
‐
Ｅ
ガ
ラ
ス
の
採
用

に
よ
り
空
調
熱
負
荷
の
削
減
が
図
ら
れ
て
い

る
。
建
物
は
高
断
熱
の
た
め
保
温
効
果
が
高

く
、
真
冬
の
月
曜
日
の
朝
で
も
18
度
は
あ
る

そ
う
だ
。
設
備
シ
ス
テ
ム
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
照
度
・
人
感
セ
ン
サ
ー
の
設
置
や
床
吹

出
空
調
方
式
、
全
熱
交
換
器
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

排
熱
を
利
用
し
た
排
熱
回
収
型
吸
収
式
冷
温

水
機
の
採
用
な
ど
、
各
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
導
入
す
る
こ
と
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

を
達
成
し
て
い
た
。

　

岡
山
ガ
ス
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
の
認

証
取
得
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
は
、
新
本

社
ビ
ル
の
完
成
よ
り
も
は
る
か
前
の
こ
と
。

設
計
検
討
段
階
か
ら
Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ
の
取
り
組
み

を
行
い
、
着
工
前
の
２
０
２
１
年
１
月
に
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｓ
評
価
に
お
い
て
五
つ
星
を
獲
得
し
た
。

２
０
２
２
年
２
月
に
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
認
定
も
取
得
し
て
お
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
に

不
可
欠
な
コ
ー
ジ
ェ
ネ

　

新
本
社
ビ
ル
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
設
備

が
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
た
め
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

の
排
熱
を
ど
う
や
っ
て
有
効
利
用
す
る
か
を

検
討
し
た
結
果
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

（
35 

kW
×
３
台
）
と
排
熱
回
収
型
吸
収
式
冷

温
水
機
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー
）
の
組
み
合

わ
せ
を
採
用
し
た
。
通
常
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ

ラ
ー
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
３
台
あ
る
マ
イ
ク

ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
台
が
稼

働
す
る
制
御
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

朝
８
時
〜
夜
７
時
の
勤
務
時
間
帯
、
お
よ

び
空
調
が
入
る
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
稼
働
。
時
間
内
は
フ
ル
に
発
電
さ

れ
て
お
り
、
発
電
実
績
は
１
日
あ
た
り
約

３
８
０
kW
ｈ
、
年
間
で
お
よ
そ
10
万
kW
ｈ
。

屋
上
に
整
然
と
設
置
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ

ス
テ
ム
が
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ビ
ル
の
省
エ
ネ
・
脱
炭

素
化
に
貢
献
で
き
る
設
備
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
強
化
と

オ
フ
ィ
ス
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

同
時
に
実
現

　

Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
の
認
証
取
得
と
並

行
し
て
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
機
能
も
強
化
し
た
。
停
電
時
は
３
台
全

て
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
給
電
を
行

う
。
洪
水
に
備
え
、
１
階
は
会
議
室
エ
リ
ア

の
み
と
し
た
上
で
コ
ン
セ
ン
ト
は
通
常
よ
り

も
高
い
位
置
に
設
置
。
普
段
は
大
会
議
室
や
、

従
業
員
の
喫
食
エ
リ
ア
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
５
階
の
ホ
ー
ル
は
、
災
害
時
に
は
災
害
時

応
援
要
員
の
受
入
対
応
な
ど
防
災
に
関
連
し

た
多
目
的
空
間
と
な
る
。
さ
ら
に
、
サ
ー

バ
ー
室
に
は
耐
震
性
に
優
れ
た
免
震
床
を
採

用
。
建
設
時
に
は
環
境
省
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
型
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
証
事
業
」
に
採
択
さ
れ

て
お
り
、
非
常
時
に
は
ビ
ル
内
の
様
々
な
機

能
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

新
本
社
ビ
ル
の
竣
工
に
合
わ
せ
て
社
内
の

働
き
方
改
革
も
実
施
し
た
。
若
手
社
員
が
中

心
と
な
り
、
新
オ
フ
ィ
ス
構
築
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
、
執
務
エ
リ
ア
の
レ
イ

■ エネルギーフロー図

都市ガス

灯油

非常用
発電機

（120kW）

電力

冷房

暖房

冷水

温水

発電電力

熱交換器

排熱（温水） 排熱回収型
吸収式冷温水機

GHPチラー
（バックアップ）

ガスエンジン
コージェネ
（35kWx3）

ア
ウ
ト
決
定
に
も
関
与
し
た
と
い
う
。
オ

フ
ィ
ス
空
間
は
快
適
性
、
効
率
性
、
革
新
性
、

迅
速
性
に
着
目
し
て
計
画
さ
れ
、
フ
リ
ー
ア

ド
レ
ス
が
採
用
さ
れ
た
執
務
エ
リ
ア
は
机
や

椅
子
、
ロ
ッ
カ
ー
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
配
置

さ
れ
て
い
た
。
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
は
ソ
フ
ァ

や
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
チ
ェ
ア
が
置
か
れ
て
お

り
、
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
が
つ
く
ら
れ
て

い
た
。

　

岡
山
ガ
ス
で
は
新
本
社
ビ
ル
に
隣
接
す
る

既
存
建
物
（
第
２
ビ
ル
）
に
お
い
て
も
全
面

改
修
に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
計
画
し
て
お
り
、

本
年
７
月
か
ら
運
用
開
始
と
の
こ
と
。
今
後

も
岡
山
ガ
ス
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。

ガスエンジン・コージェネ（35kW×3台）
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コージェネレーションでネットワークを広げていく「コージェネット」

コージェネ財団  特別講演会2023

国際的な潮流となった
分散型エネルギービジネスの展望

Vol.33
Autumn 2023
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石油資源開発の未来
藤田昌宏 氏
石油資源開発株式会社（ＪＡＰＥＸ）
代表取締役社長

鼎談
カーボンニュートラルに向けた
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岡山ガス株式会社　本社ビル

Case1
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今回のコージェネ導入事例紹介の施設取材にあたり、ご多忙の中ご対応いただきました、コープフーズ株式会社　
山田様、菅井様、株式会社エネコープ　尾﨑様、株式会社トドック電力　丸山様、東京都市サービス株式会社　
松井様、石塚様、岡山ガス株式会社　宮脇 様、川上様、山村様、題府様には、この場をお借りして改めて御礼 
申し上げます。
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